
　この森林環境教育は、高知県立高知農業高等学校森林総合科のカリキュラム

として実施しております。� 【詳細は2頁】

治山工事現場での実習

林道工事現場での実習
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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
高

知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森

林
総
合
科
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
、
今
年
も
森
林
環
境
教
育
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
、
森

林
総
合
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
一
〇
月

一
〇
日
に
、
二
年
生
二
一
名
が

高
知
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で

治
山
工
事
を
、
一
〇
月
二
二
日

に
、
三
年
生
一
四
名
が
嶺
北
森

林
管
理
署
管
内
で
林
道
工
事
の

現
場
実
習
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

ま
し
た
。

　

治
山
工
事
で
は
、
治
山
の
森

で
治
山
の
概
要
を
学
習
し
た

後
、
谷
留
工
と
、
土
留
工
や
山

腹
工
の
現
場
へ
移
動
し
て
実
物

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
生
徒
達

は
、
工
事
の
規
模
な
ど
に
驚
い

た
様
子
で
、
講
師
の
説
明
に
耳

を
傾
け
、
真
剣
に
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
道
工
事
で
は
、
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
林

道
新
設
工
事
の
測
量
か
ら
施
工

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
学
習
し

　
高
校
生
現
場
実
習

～
農
業
高
校
生
を
対
象
に
し
た
森
林
環
境
教
育
を
実
施
～

〈
治
山
課
・
森
林
整
備
課
・
技
術
普
及
課
〉

ま
し
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
授
業
で
学
習
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、
生
徒
達
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

両
工
事
と
も
、
授
業
で
図
面

や
写
真
だ
け
で
学
習
す
る
の
で

は
な
く
、
普
段
、
見
る
機
会
の

少
な
い
現
場
や
、
施
設
、
工
事

器
具
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
同
時
に
、
請
負
事
業
者
か
ら
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
仕
事
で
あ

る
こ
と
や
、
安
全
に
一
番
気
を

配
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
場

の
生
の
声
を
聞
き
、
現
場
で
の

作
業
の
大
変
さ
も
痛
感
し
た
よ

う
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
林
業
を
専
門
に
学
ん

で
い
る
高
校
生
の
学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

治
山
の
概
要
を
学
習

治
山
工
事
現
場
で
の
説
明

林
道
工
事
現
場
で
の
説
明

林
道
工
事
現
場
見
学
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四国山の日賞受賞者の皆様浅川局長を囲んで

　

一
〇
月
七
日
に
、
平
成
二
六

年
度
「
四
国
山
の
日
賞
」
の
表

彰
式
を
四
国
森
林
管
理
局
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
国
山
の
日
賞
は
、
平
成

一
六
年
に
四
国
四
県
と
四
国
森

林
管
理
局
が
行
っ
た
、
「
四
国

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
共
同
宣

言
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
団
体

等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
取
組
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と

で
、
四
国
山
の
日
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
た
め
、
平
成
一
八
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
九
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

局
長
室
で
行
っ
た
表
彰
式
に

続
き
、
各
受
賞
団
体
の
代
表
者

を
交
え
た
昼
食
懇
談
会
で
は
、

お
互
い
の
活
動
状
況
等
の
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
知
市
仁

井
田
の
木
材
市
場
や
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
見
学
等

を
行
い
、
最
新
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
団
体
は
以
下
の

六
団
体
で
す
。

○
森
林
整
備
部
門

　

・
新
谷
公
益
会
（
愛
媛
県
）

　

・ 

東
か
が
わ
市
北
山
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
香
川
県
）

○
木
材
利
用
部
門

　

・ 

四
万
十
町
森
林
組
合
大
正

集
成
材
工
場
（
高
知
県
）

○
森
林
環
境
教
育
部
門

　

・ 

香
美
市
立
大
栃
中
学
校（
高

知
県
）

　

・ 

愛
媛
木
材
青
年
協
議
会（
愛

媛
県
）

　

・ 

も
っ
こ
り
倶
楽
部
（
徳
島

県
）

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
「
四
国
の
森
づ
く
り
に
関

す
る
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
実

施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
が
見
直

さ
れ
、
四
国
の
森
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
（
四
国
森
林
管

理
局
・
四
国
四
県
後
援
）
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
四
国
山
の
日

の
集
い
in
え
ひ
め
２
０
１
４

（
一
〇
月
一
二
日
～
一
三
日
）
」

が
愛
媛
県
松
山
市
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
の
接
近
に
よ

り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

四
国
各
地
域
に
お
い
て
、
森
づ

く
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
中
心
に
当

局
及
び
四
国
各
県
か
ら
の
参
加

者
を
含
め
多
数
参
加
す
る
な
か

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
四

 

「
四
国
山
の
日
賞
」
表
彰
式
及
び
、

 

「
四
国
山
の
日
の
集
い
in
え
ひ
め
２
０
１
４
」
の
実
施

〈
技
術
普
及
課
〉

木
材
市
見
学

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
見
学
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秋
も
深
ま
っ
た
一
〇
月
二
五

日
～
二
六
日
に
「
木
育
か
ら
は

じ
ま
る
家
族
の
笑
顔
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
大
人
か
ら
子
供

ま
で
楽
し
み
な
が
ら
木
材
や
木

製
品
へ
の
理
解
を
深
め
、
木
材

消
費
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
「
第
一
〇
回
高
知
も

く
も
く
ラ
ン
ド
２
０
１
４
秋
ま

 

「
第
一
〇
回
高
知
も
く
も
く
ラ
ン
ド

２
０
１
４
秋
ま
つ
り
in
中
央
公
園
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

つ
り
in
中
央
公
園
」
が
高
知
市

中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
浅
川
局
長
か
ら
の
来
賓

挨
拶
の
あ
と
、
ノ
コ
ギ
リ
を
手

に
し
て
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ら

ぬ
丸
太
カ
ッ
ト
で
幕
を
開
け
、

恒
例
の
も
ち
投
げ
で
は
、
黒
山

の
よ
う
な
人
集
り
が
で
き
、
餅

が
飛
ぶ
度
に
大
き
な
歓
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
木
材
の
利

用
推
進
を
図
る
た
め
、
木
製
品

の
関
係
企
業
等
が
多
数
参
加
し

て
お
り
、
二
日
間
を
通
じ
て
、

推
定
二
五
，
〇
〇
〇
人
の
人
々

が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
局
と
し
て
も
、
木
材
利
用

推
進
を
図
る
こ
と
の
意
義
及
び

国
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
か
ら
「
四
国
山
の
日
・
四
国

の
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

森
づ
く
り
安
全
技
術
・
技
能
地

域
推
進
協
議
会
の
歩
み
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
参
加
し
た
分
科

会
で
は
、
「
広
島
山
の
日
県
民

の
集
い
の
取
組
」
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
」
、
「
四
国
山

の
日
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
各
講
師
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

状
況
の
説
明
が
あ
り
、
参
加

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
活
発
な
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
分

科
会
と
な
り
ま
し
た
。

重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、
平

成
二
六
年
度
「
四
国
山
の
日

賞
」
受
賞
団
体
の
活
動
状
況
等

を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行

う
と
と
も
に
、
四
国
の
国
有
林

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
冊
子

等
を
配
布
す
る
な
ど
、
一
般
の

方
々
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
に
繋

が
り
ま
し
た
。

四
国
山
の
日
の
集
い

in
え
ひ
め
２
０
１
４

浅
川
局
長
あ
い
さ
つ

丸
太
カ
ッ
ト
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「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」

の
森
づ
く
り
活
動
を
一
〇
月

一
八
日
に
愛
媛
県
久
万
高
原
町

の
サ
ル
谷
山
国
有
林
（
石
鎚
山

系
の
中
腹
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
古
事
の
森
」
森
づ
く

り
活
動
は
、
「
伊
予
之
二
名
島

古
事
の
森
育
成
協
議
会
」
と
の

協
定
に
基
づ
き
、
松
山
城
や
道

後
温
泉
本
館
な
ど
木
の
文
化
を

象
徴
す
る
伝
統
的
な
木
造
建
築

物
の
修
復
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
、
平
成
一
九
年
度

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
夢
と
ロ
マ

ン
に
あ
ふ
れ
た
取
り
組
み
で

す
。
八
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

一
般
公
募
に
よ
る
参
加
者
一
〇

名
を
含
む
総
勢
一
四
名
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
育
成
協
議
会
会
長
の

愛
媛
大
学
江
﨑
名
誉
教
授
か

ら
、
「
伝
統
的
な
木
造
建
築
物

の
定
期
的
な
修
復
に
必
要
な
資

材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

の
取
組
で
あ
り
、
本
日
行
う
森

林
整
備
は
、
私
た
ち
の
孫
や
ひ

孫
に
役
立
つ
有
意
義
な
作
業
で

す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
に
植
生
保
護
管

　

平
成
二
三
年
度
か
ら
三
年
間

実
施
し
て
き
ま
し
た
「
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
」
に
代
わ
り
、

平
成
二
六
年
度
よ
り
「
技
術
者

育
成
研
修
（
中
央
研
修
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
）
」
及
び
「
実
践

研
修
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

過
日
、
九
月
二
九
日
か
ら
四

日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
「
技
術
者
育
成
研
修
（
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
）
」
に
引
き
続
き
、

一
〇
月
二
七
日
～
二
八
日
ま
で

の
二
日
間
の
日
程
で
「
実
践
研

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
の

活
性
化
に
向
け
た
、
当
局
の
取

り
組
み
等
を
広
く
紹
介
し
一
層

の
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
重
要
性
な
ど
理

解
の
醸
成
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」
森
づ
く
り
活
動

〈
技
術
普
及
課
〉

（
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
）
の
取
り

外
し
と
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
植

栽
木
を
起
こ
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
第
一
回
目

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
あ

り
、
当
時
を
懐
か
し
む
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
「
古
事
の
森
」
森

づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
伝
統
的

木
造
建
築
物
と
森
林
の
関
わ
り

合
い
へ
の
理
解
の
醸
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
愛
媛
森
林
管
理
署

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
整

備
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
様

平
成
二
六
年
度
森
林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
事
業

「
実
践
研
修
（
現
地
検
討
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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修
（
現
地
検
討
）
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
地
域
の
特
性
等

を
踏
ま
え
、
地
域
の
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
課
題
を
設

定
し
、
現
地
検
討
・
討
議
を
通

じ
て
、
課
題
の
背
景
と
解
決
策

等
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
七
ブ
ロ
ッ
ク
で
研

修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

研
修
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
体
や
団
体
職
員
等
の

外
部
講
師
の
方
々
の
ご
協
力
を

頂
き
、
「
新
た
な
架
線
系
作
業

シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
と
最
新
の

木
材
利
用
・
流
通
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
四
国
局
管
内
特
有
の

急
峻
な
地
形
に
応
じ
た
効
率
的

な
架
線
集
材
シ
ス
テ
ム
や
、
大

型
製
材
工
場
の
木
材
利
用
・
流

通
事
情
等
を
踏
ま
え
た
、
地
域

に
お
け
る
木
材
の
安
定
供
給
に

つ
い
て
、
実
践
的
な
指
導
・
助

言
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
現
地
検
討
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
者
も

含
め
、
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
四
国
四
県
は
も
と
よ
り
、

遠
く
は
奈
良
県
、
和
歌
山
県
か

ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
総
勢

二
六
名
（
県
職
員
一
八
名
、
市

町
村
職
員
一
名
、
国
有
林
職
員

七
名
）
を
対
象
に
、
局
二
階
大

会
議
室
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

開
講
式
に
お
け
る
、
井
上
業

務
管
理
官
か
ら
の
激
励
の
挨
拶

の
後
、
早
速
、
高
知
県
本
山
町

上
関
（
民
有
林
）
に
お
い
て
、

外
国
製
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
自
走

式
搬
器
を
利
用
し
た
新
作
業
シ

ス
テ
ム
で
木
材
搬
出
事
業
を
展

開
し
て
い
る
（
有
）
川
井
木
材

の
事
業
現
場
へ
向
か
い
、
川
井

営
業
部
長
及
び
高
知
県
立
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
山
崎
チ
ー
フ
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
最
新
の
林
業
機

械
に
大
い
に
興
味
を
示
し
、
多

く
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
市
の
研
修
会

場
へ
帰
り
、
各
班
毎
に
「
シ
ス

テ
ム
を
選
択
し
た
理
由
」
を
検

討
し
発
表
を
行
い
一
日
目
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
中
、
①
「
川

下
の
要
求
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー

ズ
）
と
対
応
の
方
向
」
に
つ

い
て
（
鶴
園
森
林
整
備
部
長
）
、

②
「
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
木

材
流
通
等
に
つ
い
て
」
（
高
知

県
森
連
相
良
副
参
事
）
、
③
「
大

型
製
材
工
場
の
現
状
と
課
題
」

（
高
知
お
お
と
よ
製
材
（
株
）

岡
田
工
場
長
）
の
講
義
を
受
け
、

研
修
生
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に

と
っ
て
、
常
に
広
い
視
点
か
ら

全
体
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
へ
の

理
解
を
更
に
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
知
県
大
豊

町
内
に
あ
る
高
知
お
お
と
よ

製
材
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

開
講
式
【
井
上
業
務
管
理
官
（
次
長
）】

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

（
川
井
木
材
事
業
現
場
）

自
走
式
搬
器

（
川
井
木
材
事
業
現
場
）


